
2020
AYAがんに関する活動の記録

樋口宗孝がん研究基金を活用したものにはロゴを掲載



ある日、突然、がんが自分のことになる。

国民ふたりにひとりが「がん」になると言われています。

誰もがうろたえ、情報を求めます

しかし、世の中には玉石混合の情報が溢れているのも現実です。

「がん」を自分事として考える機会をもつことで、
その時のうろたえを少しでも減らせるのではないか。

がん経験者には、あの時、うろたえたからこそ発信できることがある。

グリーンルーペプロジェクトは、
『がん体験者が、あの時に知りたかったこと』を、多くの人に届けることを
目的に活動を続けています。

Covid-19の影響を受けた2020年度は、オンラインでの開催に切り替え
発信を続けました



発起人の一人 西口洋平さんの旅立ち
2020年5月8日

2019.11 渋谷キャスト 2018.9 越谷レイクタウン

活動を止めないようにという西口さんの想いを胸に
コロナ禍も、悩み、考え、活動を継続しました



2020年6月 毎日新聞掲載



一般社団法人がんチャレンジャー代表理事
花木裕介氏

ダカラコソクリエイト発起人
谷島雄一郎氏AYA generation + groupe

桜林 芙美 さん

グリーンルーペのアクションに賛同してくれた
メンバーが増えました

メンバーの活動の応援も
グリーンルーペとしてしました



2020年9月4日
当初はオリンピック・パラリンピックのパブリックビューイング会場にて
渋谷区の後援を受け、AYAがんに関する発信を予定していましたが
コロナ禍、延期の決定

同日、感染対策をして開催された音楽イベント【渋谷ズンチャカ】の
渋谷区特別枠として
AYA世代でのがん体験者である、木山裕策さんのミニステージを開催

歌手、木山裕策さんの歌と共に
AYA世代とは何かについて発信

会場となった
MIYASHITA PARK
（2020年6月open)



AYA世代のコミュニティであり、グリーンルーペ賛同メンバーである
AYA gereration + groupe主催のAYA祭りを後援
特別企画も配信しました



180名に及ぶ参加者のうち、約半数が
一般の大学生でした

同世代のがんの認知から
「自分事として考えた」
「社会に何が必要かを考えたい」
との
声が多く寄せられました

グリーンルーペ発起人代表である轟は
AYAがん啓発のためのAYAweek実行委員となり、キックオフとして
2020年11月3日に、AYA世代のがんを知るオンラインセミナーを主催しました



120名以上の参加がありました
AYA世代の課題は実年齢で区切る
ものではないという内容が反響を
呼び、NHKニュースで取り上げら
れました

セミナーの動画撮影・編集費に
樋口宗孝がん研究基金を使用（完成後公開予定）


	2020
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9

